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クボタケミックス製品をご愛用のお客様へ 

 

本資料は、お客様がクボタケミックス製品を安全に施工していただく

ために、過去に発生した弊社製品における施工起因事故の現象及びその

防止対策についてまとめたものです。 

尚、本資料に記載される現象と防止対策はあくまでも弊社製品を対象

として作成したものですので、ご注意ください。 



本資料の内容 

 

番号 タイトル 市場分野 製品名 

全① ソルベントクラッキング 全分野 塩ビ管・継手 

全② 有機化合物による軟化 全分野 塩ビ管・継手 

全③ クレオソート付着による割れ 全分野 塩ビ管・継手 

全④ 継手の熱変形 全分野 塩ビ継手 

全⑤ 保管時の管の曲がり 全分野 塩ビ管 

全⑥ 接着剤を使用する際の注意点 全分野 接着剤 

全⑦ 硬質ポリ塩化ビニル管・継手、ポリブテン管、架橋ＰＥ

管などに軟質塩ビを接触させないでください。 

全分野 塩ビ管・継手,PB 管、

架橋 PE 管 

全⑧ 配管中の管・継手 熱変形による事故 全分野 塩ビ管・継手 

全⑨ 塩ビ管・継手 凍結による事故 全分野 塩ビ管・継手 

全⑩ ﾎﾟﾝﾌﾟ送水時のﾊﾞﾙﾌﾞ締切運転、過少送水運転による事故 全分野 塩ビ管・継手 

建① ｶﾗｰﾀﾌﾀﾞｲﾝﾌﾞﾙｰ接着剤を使用する際の注意点 建築設備分野 接着剤 

建② DV 継手の熱伸縮割れ 建築設備分野 DV 継手 

建③ 接着接合部の不具合 建築設備分野 TS 継手 

建④ メタル入り給水栓継手の熱伝導による膨張 建築設備分野 TS 継手 

建⑤ 有機溶剤入りシール剤使用によるＨＴ継手の亀裂漏水 建築設備分野 HT 継手 

建⑦ 給湯用耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手の使用温度と

最高許容圧力の厳守 

建築設備分野 HT パイプ・継手 

建⑧ 給湯用耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手はコンクリー

ト部への埋設は制限があります。 

建築設備分野 HT パイプ・継手 

建⑨ 給湯用耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手は一般塩ビ管

に比較して耐薬品性が劣ります。 

建築設備分野 HT パイプ・継手 

建⑩ 高温排水用ＨＴ管材の業務用厨房排水配管へのご使用について 建築設備分野 HT パイプ・継手 

建⑪ 給湯用耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手には油を付着

させないでください。 

建築設備分野 HT パイプ・継手 

建⑫ ポリブテンパイプの接続部曲げを行わないでください。 建築設備分野 ポリブテンパイプ 

建⑬ 硬質ポリ塩化ビニル管の変色 建築設備分野 塩ビ管・継手 

建⑭ スマート掃除口継手等のＯリングについて 建築設備分野 塩ビ管・継手 

建⑮ ピット内での硬質ポリ塩化ビニル管継手の黒色化 建築設備分野 塩ビ管・継手 

水① EF 接合部の挿入不足、斜め挿入による漏水 水道分野 水道配水用ポリエチレンパイプ 

水② EF 接合部の泥・油等の異物付着による漏水 水道分野 水道配水用ポリエチレンパイプ 

水③ 二層 PE 管の温度上昇による漏水 水道分野 ポリニクス二層管 

水④ HI･SGR-VN 継手 寒冷地で水圧試験時に管の抜け 水道分野 HI･SGR-VN 継手 

下① マンホール内の面仕上げ(R カット)時の縦割れ 下水分野 塩ビ本管 

下② 支管せん孔時割れ 下水分野 塩ビ支管 

下③ リブパイプ用支管継手について 下水分野 リブパイプ 
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－硬質ポリ塩化ビニル管・継手の事故事例集－ 

 

 

硬硬硬質質質ポポポリリリ塩塩塩化化化ビビビニニニルルル管管管継継継手手手ののの黒黒黒色色色化化化   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

建⑮ 2023.10.1 

防 止 策 

変 色 

現 象 

黒色化は製品のごく表面にのみ生じる現象であり、強度

等の製品性能には影響しないため、ご使用に当たっては

何等、支障はありません。 

防止するには換気を行って硫黄成分を空気中から除去し

てください。また硫化水素ガスは強い毒性や爆発の可能

性、腐食性など、重大な事故につながる危険な気体です。

ピット内の排水配管、水道配管の塩ビ管配管(特に継手部※)

が黒色に変色します。原因としてはピット内の空気中に硫

化水素ガスなどの硫黄成分が塩ビ管に含まれる鉛成分と反

応して硫化鉛(黒色)が表面に生成されることによります。 
   ※継手部は鉛成分の量が多く、生成される硫化鉛の量も多いためです。 
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